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大樹生命では各組合の皆様へ各種セミナーを実施しております（無料）

多くの経営者より個別に相談も頂いております。お気軽にご相談ください。
※セミナ̶実施についてのご照会先は
　名古屋市中区錦 1－4－6　大樹生命保険株式会社　名古屋支社　TEL 052－231－3852
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｂ-2019-5298（2019.6）　

◆セミナーコンテンツ例
　・事業承継（生命保険を活用した事業承継対策）
　・公的年金とライフプラン
　・知っておきたい賢い生命保険の活用法
　・公的介護保険制度を知ろう　　　　　　　など
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VOICE

細
井
　
俊
男  

理
事
に

　
　
お
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。

愛
知
県
印
刷
工
業
組
合
　
理
事
長
　
細
井
　
俊
男

＊＊ 組合プロフィール ＊＊

組　合　名：愛知県印刷工業組合

代表者名：細井　俊男

設立年月：1955年 4月

組合員数：211

住　　所：名古屋市東区泉一丁目

　　　　　20番 12号

組
合
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
私
た
ち
の
組
合
は
、
昭
和
22
年
に
誕
生
し
た
愛
知
県
印
刷

工
業
協
同
組
合
か
ら
始
ま
り
、
昭
和
30
年
に
愛
知
県
印
刷
工

業
調
整
組
合
と
し
て
創
立
さ
れ
、
昭
和
33
年
に
現
在
の
愛
知

県
印
刷
工
業
組
合
に
移
行
（
名
称
変
更
）
し
、
現
在
に
至
り

ま
す
。
そ
し
て
、
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
平
成
28
年
に

創
立
60
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
長

く
組
合
が
続
い
て
き
た
の
は
、
多
く
の
皆
様
が
組
合
を
支
え

て
く
だ
さ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、「
中
小
企
業
が
一
社
単
体
で
は
で
き
な
い

こ
と
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
組
合
の
役
割
で
あ
る
」
こ
と
を

掲
げ
、
組
合
員
企
業
の
存
在
価
値
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
た

め
に
多
彩
な
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

組
合
の
活
動
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　
月
刊
機
関
誌
「
あ
い
ち
の
印
刷
」
を
作
成
し
、
各
種
施
策

や
説
明
会
、
研
修
会
、
展
示
会
等
の
催
事
、
そ
の
他
関
連
す

る
ホ
ッ
ト
な
最
新
情
報
を
組
合
員
へ
す
ば
や
く
提
供
し
て
い

ま
す
。
機
関
誌
以
外
に
も
、
地
域
を
基
に
し
た
支
部
毎
で
の

活
動
を
通
じ
て
、
組
合
員
相
互
の
情
報
交
換
、
交
流
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
将
来
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
業
界
を
担
う
人

材
育
成
や
印
刷
産
業
界
と
デ
ザ
イ
ン
関
連
業
界
の
発
展
の
た

め
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
ポ
ス
タ
ー
の
作
品
コ

ン
ペ
「
ポ
ス
タ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
近

年
は
、「
ポ
ス
タ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
」
の
認
知
度
も
上
が
り
、

学
校
関
係
者
や
一
般
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
方
に
も
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
各
賞
受
賞
者
の
中
に

は
、
プ
ロ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
っ
た
方
や
、
組
合
員
の
会
社

に
入
社
し
た
方
も
い
ま
す
。

　
組
合
加
入
の
メ
リ
ッ
ト
を
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
て
、
組
合
員
の
増
強
に
も
取
組
ん
で
い

ま
す
。

特
に
力
を
い
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

　
上
部
団
体
で
あ
る
全
日
本
印
刷
工
業
組
合
連
合
会
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
「
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
　
Ｉ
ｎ
ｄ
ｕ
ｓ
ｔ
ｒ
ｙ
」
の
一
つ

で
あ
る
幸
せ
な
働
き
方
改
革
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、
７
委
員

会
の
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
委
員
に
は
組
合
役

員
以
外
に
、組
合
員
の
方
に
も
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

活
動
が
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
委
員
の
皆
様
は
大
変
忙
し
い

で
す
が
、
誰
も
が
業
界
の
将
来
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。

　
委
員
会
の
活
動
と
し
て
、「
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
委
員
会
」

で
は
ブ
ラ
ン
ド
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
あ
る
「
お
客
様
と

文
化
を
共
創
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
を
浸
透

さ
せ
、
組
合
員
の
リ
ク
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
の
手
助
け
と
な
る
よ

う
、
印
刷
業
界
の
魅
力
を
伝
え
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
委
員
会
」
で
は
、
働
き
方

改
革
に
つ
い
て
、
組
合
員
企
業
が
実
際
に
取
り
組
ん
だ
事
例

を
他
の
組
合
員
へ
紹
介
し
て
い
る
ほ
か
、
Ｍ
Ｕ
Ｄ
（
メ
デ
ィ

ア
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
デ
ザ
イ
ン
）
教
育
検
定
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
に
関
し
て
、
経
営
者
に
向
け
、
新
事
業

に
よ
っ
て
成
功
し
た
会
社
や
異
業
種
の
会
社
の
事
例
、
経
営

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
「
経

営
革
新
委
員
会
」
と
、
社
員
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る

「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
人
材
育
成
委
員
会
」に
分
け
て
い
ま
す
。

　「
教
育
委
員
会
」
で
は
、
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
及
び
Ｄ
Ｔ
Ｐ

の
技
能
検
定
や
、
印
刷
営
業
士
の
資
格
取
得
に
関
す
る
講
座

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
組
合

員
企
業
の
資
質
向
上
や
人
材
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　「
労
務
・
新
人
教
育
委
員
会
」
で
は
、
組
合
員
企
業
に
入
社

し
た
新
入
社
員
に
、
組
合
を
上
げ
て
新
人
教
育
を
行
っ
て
い

ま
す
。
一
か
月
以
上
続
け
て
研
修
を
行
う
の
で
、
新
入
社
員

も
業
界
内
で
の
横
の
つ
な
が
り
を
作
る
こ
と
が
で
き
、
組
合

で
研
修
を
行
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
、「
組
織
・
共
済
委
員
会
」
で
は
、
各
種
共

済
制
度
の
積
極
的
な
加
入
促
進
や
官
公
需
対
策
な
ど
、
組
合

員
の
福
利
厚
生
の
手
助
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

趣
味
や
休
日
の
過
ご
し
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
休
日
は
よ
く
ゴ
ル
フ
を
し
て
い
ま
す
。
ゴ
ル
フ
場
の
中
で

仕
事
の
話
を
し
な
い
仲
間
が
で
き
る
の
は
、
い
い
気
分
転
換

に
な
り
ま
す
。

　
部
屋
の
中
で
は
音
楽
を
聴
い
た
り
、
映
画
を
観
た
り
し
て

い
ま
す
。
オ
ー
デ
ィ
オ
機
器
に
こ
だ
わ
っ
て
い
て
、
品
質
の

い
い
機
器
で
聴
く
音
楽
は
鳥
肌
が
立
ち
ま
す
ね
。
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拝見　組合活動

共同事業の新展開や青年部の活動に関する事例紹介　―全国中小企業団体中央会　発行「先進組合事例抄録」より―

インターネット販売事業を利用した伝統産業の活性化

三州瓦工業協同組合

◇ 背景・目的
　バブル崩壊の影響による住宅着工件数の減少に加え、阪神・淡路大震災以降の “ 世の中の瓦離れ ” が広まり、
業界を取り巻く環境は非常に厳しい状態が続いていた。その状況を打開するために、業界として初めて「イン
ターネット販売事業」を行うことにより、組合及び組合員の活性化、粘土瓦の需要増加、また、鬼瓦やいぶし
瓦の普及推進を目指した。

◇ 取組みの手法と内容
　理事長の呼び掛けにより、既存ホームページ制作者をアドバイザーに置き、組合役員のほか若手組合員４名
を構成員として「ホームページ委員会」を立ち上げ、約１
年をかけてリニューアル内容について検討を行った。この
委員会は月に１度定期的に開催され、委員以外の組合員に
も積極的に参加して意見を出してほしい旨の案内を出すこ
とで、組合全体の取組みとした。リニューアルは２回に分
けて実施。１回目は約半年間、計７回の検討会議を経て、
組合員の紹介ページや三州瓦の PR ページの充実を図り、
“ 人と環境にやさしい ”、“ 経済的な素材 ” を PR のポイン
トとして、解説のページを作成した。２回目はさらに半年
間、計 10 回の検討会議を経て、業界としては初となる「イ
ンターネット販売」のページを開設した。このページで
は、組合員作品の紹介及び販売を行うほか、屋根工事等に
おける昔ながらの人気道具を販売しており、各商品の詳細
ページより直接購入、問合せをすることが出来る。この２
回のリニューアルにより、全国各地から問い合わせや発注
が来るようになり、共同販売事業全体の売上の増加にもつ
ながった。

◇ 成果とその要因
　「インターネット販売」ページ開設にあたり、総会等に
おける本事業に関する経過報告等に加え、組合員向けに別
途、説明会の場が設けられた。やむを得ず説明会を欠席し
た組合員に対しては、期間を定めて組合事務局に問い合わ
せ窓口を設置し、組合と組合員がお互いに協力できる体制
を整えた。この取組みにより、現在まで 15 年以上継続し
て「インターネット販売」を維持することが出来ている。

◇ 事業・活動 実現のキーファクター
　委員会メンバーを中心に組合全体で取り組み、また、地
域の関係団体との連携事業参加により、組合と地域が一体
となることで、現在まで継続する事業となった。

〒 444-1325

愛知県高浜市青木町六丁目２番地 13

TEL. 0566-53-1420

URL  http://www.sansyuu.net/

設立年月  昭和 22 年３月

出資金  368 万円　　組合員数  22 人

業種  粘土瓦の製造業

組
　
合
　
概
　
要

商品紹介ページ
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拝見　組合活動

組合公式キャラクターによる石工団地のPR

岡崎石工団地協同組合

◇ 背景・目的
　若い世代の人たちに関心を持ってもらい、石工団地を盛り上げていくことを目的に、当時の「ゆるキャラブー
ム」に乗じて公式キャラクターを作ることが検討された。キャラクターを前面に出して PR を行い、地域の一
般の方々に石の魅力を知ってもらい、石に触れる機会を提供することで、石製品の購買につながることが期待
される。

◇ 取組みの手法と内容
　組合公式キャラクターの制作は組合青年部が中心となり進められた。一般公募でキャラクターデザインを募
集して決定した翌年、当時組合の事業として毎年開催していた「石の掘り出し市」の来場者からキャラクター
の名前を募集し、組合公式キャラクター「石丸団吉」が誕生し
た。キャラクターデザインは当初 900 件ほどの応募があった
が青年部の中で数点の候補に絞り、最後は組合員をはじめ、様々
な方から投票してもらい、決定した。キャラクター誕生後、「石
の掘り出し市」は「団吉くんまつり」へとリニューアルし、青
年部が中心となって企画、運営していくこととなった。
　「ゆるキャラブーム」初期に組合公式のキャラクターを制作
したこともあり、「石丸団吉」は岡崎市の公認キャラクターと
なった。「岡崎市制 100 周年記念イベント」をはじめとする岡
崎市内外の様々なイベントに出張し、様々な地域で組合の PR
を行う機会を得ている。また、「団吉くん」の着ぐるみは改良
が重ねられ、現在は「３代目団吉くん」が活躍している。「団
吉くん」は組合公式キャラクターとして定着し、組合事務所に
おいて様々な「団吉くんグッズ」が販売されているほか、組合
事務所に隣接する「団吉くん公園」に設置された、石で造られ
た団吉くんの顔型の展望台がテレビ番組や岡崎市のホームペー
ジで取り上げられるなど、組合の PR には欠かせない存在となっ
ている。

◇ 成果とその要因
　団吉くんを前面に出して PR を行っている「団吉くんまつり」は今年で 21 回目を迎え、２日間で約 3,000
人以上の来場者でにぎわう地域密着のおまつりとなった。石工団地自体の知名度も上がってきたので、今後も
地域に密着した事業を継続して PR を続けていき、組合員
の売上に結び付けられるような取組みも行っていきたいと
考えている。

◇ 事業・活動 実現のキーファクター
　組合公式キャラクターの制作、PR を行い行政の協力も
得られたことにより、地域の方に幅広く知って頂くことが
できた。

〒 444-0936

愛知県岡崎市上佐々木町字梅ノ木 48 番地

TEL. 0564-31-3823

URL  http://osd.tukai.jp

設立年月  昭和 39 年４月

出資金  757 万円　　組合員数  48 人

業種  石製品製造業

組
　
合
　
概
　
要

１代目～３代目団吉くん

団吉くん展望台と青年部メンバー
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迫
る
軽
減
税
率
の
導
入
時
期

　
10
月
１
日
か
ら
消
費
税
の
税
率
が
８
％
か
ら
10
％
に
引
き

上
げ
ら
れ
る
。
今
回
導
入
さ
れ
る
軽
減
税
率
は
、10
月
以
降
、

酒
類
や
外
食
を
除
く
飲
食
料
品
な
ど
が
対
象
と
な
り
、
８
％

の
税
率
に
据
え
置
か
れ
る
。

　
酒
類
に
関
し
て
は
、
消
費
者
が
ど
ち
ら
の
税
率
か
判
断
が

難
し
い
商
品
も
出
て
く
る
。
例
え
ば
、
調
味
料
も
軽
減
税
率

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
が
、
酒
税
法
で
お
酒
に
入
る
本
み
り

ん
の
税
率
は
10
％
と
な
る
一
方
、
酒
類
に
入
ら
な
い
ア
ル

コ
ー
ル
度
数
１
度
未
満
の
み
り
ん
風
調
味
料
は
８
％
の
ま
ま

で
あ
る
。
同
様
に
、
甘
酒
や
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
ビ
ー
ル
も
商

品
名
に
酒
や
ビ
ー
ル
と
表
示
さ
れ
て
い
る
が
税
率
は
８
％
で

あ
る
。

よ
り
判
断
が
難
し
い
外
食
の
定
義

　
ま
た
、
外
食
は
贅
沢
品
と
み
な
さ
れ
る
た
め
、
軽
減
税
率

の
対
象
外
と
な
る
が
、
政
府
に
よ
る
外
食
の
定
義
は
「
テ
ー

ブ
ル
や
椅
子
、
カ
ウ
ン
タ
ー
な
ど
の
飲
食
す
る
設
備
の
あ
る

場
所
で
、
お
客
さ
ん
に
飲
食
さ
せ
る
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
表

現
で
あ
る
。
同
じ
食
品
や
飲
料
品
で
も
、
店
内
で
飲
食
す
る

か
持
ち
帰
る
か
で
税
率
が
異
な
っ
て
し
ま
う
。
店
内
で
の
飲

食
は
外
食
と
見
な
さ
れ
税
率
は
10
％
と
な
る
一
方
で
、
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
と
し
て
持
ち
帰
れ
ば
、
軽
減
税
率
が
適
用
さ
れ

８
％
と
な
る
。
店
内
の
テ
ー
ブ
ル
な
の
か
、
店
舗
前
に
た
ま

た
ま
あ
っ
た
ベ
ン
チ
で
食
べ
る
か
で
も
税
率
が
変
わ
る
こ
と

に
な
る
。

　
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
食
事
は
も
ち
ろ
ん
典
型
的
な
外
食
で
あ

る
が
、
屋
台
の
カ
ウ
ン
タ
ー
や
駅
の
立
ち
食
い
そ
ば
、
ス
ー

パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
の
イ
ー
ト
イ
ン
コ
ー
ナ
ー
で
の
飲
食
も

10
％
が
適
用
さ
れ
る
。一
方
で
、宅
配
ピ
ザ
や
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー

の
持
ち
帰
り
、
お
寿
司
の
出
前
な
ど
は
単
な
る
食
品
購
入
と

い
う
扱
い
で
８
％
と
な
る
。
ど
う
考
え
て
も
贅
沢
と
思
わ
れ

る
「
特
上
寿
司
」
で
あ
っ
て
も
出
前
な
ら
８
％
と
な
る
た
め
、

理
解
に
苦
し
む
面
も
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
映
画
館
や
野
球
場
な
ど
の
観
客
席
で
購
入
し
食

べ
る
ケ
ー
ス
は
８
％
で
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
内
で
歩
き
な
が
ら

食
べ
る
場
合
も
８
％
と
な
る
。
新
幹
線
の
座
席
で
ワ
ゴ
ン
販

売
に
て
購
入
し
た
場
合
も
８
％
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
施
設
内

で
食
べ
る
ケ
ー
ス
で
あ
っ
て
も
８
％
が
適
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス

は
多
い
。
逆
に
、
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
よ
う
に
、
自

宅
や
会
社
な
ど
の
店
舗
の
外
で
食
べ
る
ケ
ー
ス
で
も
10
％
が

適
用
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
（
有
料
老
人
ホ
ー
ム
や
学
校
給
食

で
の
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
は
８
％
）、
個
別
事
例
ご
と
に
理
解
す

る
し
か
な
い
だ
ろ
う
。

購
入
者
の
申
告
で
変
わ
る
税
率

　
税
率
の
判
断
は
顧
客
の
申
告
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
面

も
出
て
く
る
。決
済
時
に
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
と
申
告
し
た
上
で
、

店
内
で
飲
食
す
る
ケ
ー
ス
も
想
定
さ
れ
る
。
ま

た
、
当
初
は
持
ち
帰
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
気

が
変
わ
っ
て
イ
ー
ト
イ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
の
飲
食

に
切
り
替
え
る
こ
と
も
あ
り
得
る
だ
ろ
う
。
厳

密
に
言
え
ば
、
気
が
変
わ
っ
た
時
点
で
再
度
お

店
に
申
告
し
直
し
、
レ
ジ
で
差
額
の
消
費
税

２
％
分
を
追
加
で
支
払
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ

こ
ま
で
す
る
購
入
者
は
少
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。店
舗
側
と
し
て
も
二
度
手
間
と
な
る
た
め
、

む
し
ろ
面
倒
で
あ
る
。

　
ま
た
、
レ
ア
な
ケ
ー
ス
と
な
る
が
、
店
内
で

顧
客
同
士
の
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
す
る
リ
ス
ク
も

生
じ
る
。
具
体
的
に
は
、
店
内
飲
食
と
申
告
し

た
顧
客
と
、
持
ち
帰
り
の
顧
客
と
の
識
別
が
可

能
な
場
合
で
あ
る
。
例
え
ば
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

用
の
紙
袋
で
購
入
し
、
店
内
で
飲
食
し
て
い
る

場
合
、
正
直
に
店
内
飲
食
と
申
告
し
、
ト
レ
ー

な
ど
で
飲
食
し
て
い
る
顧
客
と
の
識
別
が
可
能

と
な
り
、明
ら
か
に
不
公
平
感
が
出
て
し
ま
う
。

そ
れ
を
き
っ
か
け
に
店
内
で
顧
客
同
士
が
ト
ラ

ブ
ル
に
な
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

税
込
価
格
を
統
一
す
る
と
い
う
対
応
も

　
価
格
設
定
に
関
し
て
は
、
企
業
の
対
応
も
ま

ち
ま
ち
で
あ
る
が
、
一
部
の
外
食
大
手
の
対
応

が
参
考
に
な
る
。
店
内
で
食
べ
て
も
持
ち
帰
っ

て
も
同
じ
税
込
み
価
格
に
統
一
す
る
と
い
う
設

定
で
あ
る
。
８
％
が
適
用
さ
れ
る
持
ち
帰
り

は
、
商
品
の
包
装
や
容
器
代
な
ど
が
余
分
に
か

か
る
た
め
、
本
体
価
格
を
少
し
高
め
に
設
定

し
、
結
果
的
に
10
％
の
店
内
飲
食
の
値
段
と
税

込
み
価
格
を
揃
え
る
と
い
う
対
応
で
あ
る
。
価

格
を
揃
え
る
際
に
、
値
上
げ
す
る
か
据
え
置
き

の
ま
ま
か
は
企
業
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
消
費

者
に
と
っ
て
は
同
じ
価
格
で
あ
れ
ば
分
か
り
や

す
く
、
正
直
に
申
告
す
る
こ
と
で
ト
ラ
ブ
ル
も

起
こ
ら
な
い
だ
ろ
う
。
店
舗
の
レ
ジ
担
当
者
も

難
し
い
対
応
は
求
め
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

消
費
税
の
軽
減
税
率
へ
の
対
応

中
京
大
学 

経
済
学
部
　
客
員
教
授
　
内
田 

俊
宏

Profile
1968 年青森県生まれ。91 年一橋大学経済学部卒業。02 年名古屋大学大学院経済学研究科博士前期課程修了。91 年野村證券。93 年東海総合研究所（現
三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング）。15 年４月中京大学経済学部客員教授、学校法人梅村学園評議員、19 年１月同理事。ニュース番組などの
コメンテーターを務めるほか、国土交通省中部地方整備局、愛知県、名古屋港管理組合などの委員も務める。専門はマクロ経済、地域経済。

内田俊宏の経済トレンド
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景況の推移（前年同月比）

景況の推移（前年同月比）

DI 値：好転％から悪化％を引いた値

DI 値：好転％から悪化％を引いた値

【製造業】
紙・紙加工品：通販商品は堅調だったものの、天候不順で青果
物は振るわず、一部飲料メーカーで生産調整に入るなど需要動
向は一服感が否めない。相変わらず大手は好調、中小は低調と
いう構図になっている。
化学・ゴム：当地区主力産業である自動車関連においては、中
国景気の後退に係る影響が少しずつ派生しており、売上、収益
ともに減少傾向にある。
電気機器：オリンピックの特需も減り、売上が減少傾向にある。
売上減少でも利益を確保できるように、原材料の仕入先の検討
作業の効率化による、いわゆる「コストリダクション」に取り
組む組合員が増えてきた。
【非製造業】
小売：新車の小売はそこそこあるが、中古車小売は低迷してい
る。まだまだ厳しい状況に変化は見られない。
サービス（警備）：人材不足の状態は続いているが、販売価格の
上昇で前年同月よりも売上高、収益とも微増ではあるが増えて
いる。
運輸：スポット運賃は昨年同月比増加した。相変わらず人手不
足の声が上がっている。

【製造業】
紙・紙加工品（茨城県）：大手企業は、当月の売上は前年同月比
100％以上であるが、我々中小企業はよくても前年並みで多くは
悪化している。大手企業と中小企業の格差が大きくなっている。
化学・ゴム（東京都）：受注が増えない状況が続いており、10
月の消費税率引上げ後に更に落ち込むのではないかと不安であ
る。また、その対策が打てない状況もあり先行き不透明である。
電気機器（京都府）：国内市場向けの受注は堅調さを維持してい
るが、半導体関連ならびに輸出案件について減少傾向が顕著に
なっている。米中貿易摩擦、混迷を深める日韓問題等、国内市
場に対する悪影響が危惧される。
【非製造業】
小売（大阪府）：７月の需要期に入っても新車販売は鈍い。メー
カーも生産量を減少させているので売れても納期が３ヶ月先に
なっており、ますます販売が落ち込んでいく。
サービス（自動車整備業、新潟県）：５月公布の道路運送車両法
によって、来春の施行後の設備投資増が必須の為、経営圧迫へ
の懸念がある。
運輸（福岡県）：ドライバー不足と長距離運転の労働時間問題対
応他、山積みされた課題が多く、説明会やセミナーが盛んに開
催されている。燃料価格の変動と人件費の上昇等で、収益情報
は悪化傾向にある。

（出典：全国中小企業団体中央会 HP より）

○●○● 業界レポート ●○●○

○●○● 業界レポート（全国） ●○●○

景況天気図

売 上 高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 操 業 度 雇用人員 景 況

製 造 業

非製造業

好　転
＋30≦DI

やや好転
＋10≦DI＜＋30

変わらず
−10≦DI＜＋10

やや悪化
−30≦DI＜−10

悪　化
DI≦−30

　この情報は、中央会傘下の県下主要業界組合に配置した 112 名の情報連絡員から寄せられた各業界の
景況報告を集計したものです。情報連絡員は全国に約 3,000 名配置され、全国集計も行われています。

【2019年 7月分】
景況天気図（対前年同月比）

凡例
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パソコンマスターへの道
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インフォメーション

おしらせ

　本会では、恒例の中小企業団体愛知県大会を「令和の幕開け　魅せよう　愛知の力」をキャッチフレーズに開催いたします。
ぜひご参加ください。
１．主　　　催　愛知県中小企業団体中央会
２．日　　　時　令和元年 10 月 28 日（月）
　　　　　　　　（大　会）午後２時00分～４時00分
　　　　　　　　（講演会）午後４時00分～５時30分
３．場　　　所　キャッスルプラザ４階「鳳凰の間」
　　　　　　　　名古屋市中村区名駅４−３− 25

４．内　　　容　 大　会（前大会決議経過報告、提案説明、
決議・宣言、表彰）

　　　　　　　　講演会「激動の日本経済、これからどうなる？」
　　　　　　　　ジャーナリスト　長谷川　幸洋　氏
５．参　加　料　無料
６．お問い合せ　総務部　榊原・井関　TEL 052-485-6811

第 68回中小企業団体愛知県大会

　本会では、令和元年９月１日付で事務局の組織変更を行い、ものづくり補助金の監理業務並びに中小企業支援機能を強化
するため、新たに中小企業支援部を新設いたしました。
　会員並びに関係機関の皆様には、お問い合わせ先が変更となり、何かとご不便、ご迷惑をおかけいたしますが、今後とも
一層のご支援に努めてまいりますので、よろしくお願いいたします。

＜中小企業支援部の新設＞
事　務　所　名古屋市中村区名駅３− 22 −８　大東海ビル６階　　TEL 052-433-3343　　FAX 052-433-3353
担当地区　 瀬戸市・尾張旭市・豊明市・日進市・長久手市・愛知郡・岡崎市・碧南市・刈谷市・豊田市・安城市・西尾市・知立市・

高浜市・みよし市・額田郡の区域及び東三河地区以外の非会員組合
主な事業　ものづくり補助金事業全般　※補助事業者等に対する支援は引き続き中小企業支援室が行います。

中央会事務局組織一部変更のお知らせ

月日（曜） 時間 イベント名 場所

10 月 17 日（木） 10：00 働き方改革推進支援センター出張相談所 愛知県中央会会議室

中
央
会

イベントカレンダー

月日（曜） イベント名 組合名 場所
9 月 29 日（日） 印章供養祭（繁栄祈祷・廃印供養） 愛知県印章（協） 五台山　尋盛寺

10 月 3 日（木） 人形供養祭 中部人形節句品工業（協）　他 大須観音
10 月 3 日（木）

～ 6 日（日） 日本木工機械展 中日本木工機械商工（協） ポートメッセなごや

10 月 5 日（土）
～ 6 日（日） 第 53 回常滑焼まつり とこなめ焼（協） ボートレース常滑、

やきもの散歩道　等
10 月 18 日（金）

～ 20 日（日） 第 36 回尾張名古屋の職人展 会員組合多数出展 オアシス 21
「銀河の広場」　等

組
合

　全国中小企業団体中央会では、「新時代の幕開け　団結でひらく　組合の未来～時空を超えて　舞台は鹿児島から～」を
テーマに、来る令和元年 11 月７日（木）に鹿児島アリーナ（鹿児島市）にて、第 71 回中小企業団体全国大会を開催いたします。
　本会では下記により団体参加を予定したく、会員皆様方の多数のご参加をお願い申し上げます。なお、団体参加とは別に
単独参加（全国大会参加料 6,000 円は必要となります。）も可能ですので是非お申込み下さい。

１．期　　　日　令和元年 11 月５日（火）～７日（木）
２．募　集　人　員　30 名
３．参　加　料　138,000 円（全国大会参加料含む）

４．申　込　締　切　令和元年９月 27 日（金）
５．お問い合せ　総務部　榊原・井関　TEL 052-485-6811

第 71回中小企業団体全国大会

月日（曜） ご　　　旅　　　程

11月５日（火）
集合　7：30（JR 名古屋駅 西口側「銀の時計」広場）
名古屋駅 === 新山口駅・・・萩市内【昼食】・・・萩観光（松陰神社、松下村塾など）・・・秋吉台・・・秋芳洞・・・
福岡市内泊 

11月６日（水）ホテル --- 博多駅 === 鹿児島中央駅・・・鹿児島市内【昼食】・・・知覧特攻平和会館・・・知覧武家屋敷・・・
鹿児島市内泊

11月７日（木）ホテル・・・仙厳園・・・鹿児島維新ふるさと館・・・鹿児島市内【昼食】・・・鹿児島ｱﾘｰﾅ（全国大会）・・・
鹿児島空港【夕食】～～～中部国際空港（22：00）

●移動手段／新幹線 ===　　　　　バス・・・　　　　　飛行機～～～　　　　　徒歩 ---
●行程については変更となる可能性がありますので、あらかじめご了承ください。
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インフォメーション

イベントレポート

情報連絡員会議　開催

　８月９日（金）、キャッスルプラザ４階（名古屋市中村区）において、愛知県中小
企業情報研究会通常総会並びに情報連絡員会議が開催され、全上程議案は異議なく
承認可決決定されました。今年度は、役員改選が行われ、代表世話人として長谷川
勇一郎（（協）名古屋エルピーガス保安センター理事長）氏が再任されました。総会後、
情報連絡員会議が行われ、情報連絡員から業界の景況について報告がありました。
　情報連絡員会議から引き続き行われた研修会では名古屋国税局　課税第二部　消
費税課主査　寺井　健人氏から消費税の軽減税率制度についての講演が行われました。講演終了後の質疑応答
では質問が飛び交い、有意義な研修会となりました。

　８月 10 日（土）、大須観音境内（名古屋市中区）
において、名古屋帽子協同組合主催の第 34 回「帽
子供養祭」が開催されました。
　この供養祭では、愛着が湧き、捨て辛くなっ
てしまった帽子を毎年８月 10 日の「ハットデー　
帽子の日」に供養しています。今年は、300 個ほ
どの帽子が集まり、中には県外から郵送されてきたものもありました。
　当日は、本堂にて林幸春理事長のあいさつから始まり、供養を行う法要の儀に続いて、境内に移動し火入れ
の儀式が執り行われました。
　組合員以外に、一般の方も数多く参加されており、粛々とした雰囲気の中、今までお世話になった帽子たち
に感謝の思いを込めながら、手を合わせて見送っていました。

帽子供養祭　開催

　８月 28 日（水）、蒲郡市民会館（蒲郡市）において、愛知県学校給食物資流通協同組合と公益財団法人愛
知県学校給食会共催で「学校給食関連物資展示会」が開催されました。
　この展示会は、県内の栄養教諭・学校栄養職員の方々を対象に、様々な学校給食
関連物資を PR するもので、年に１回の大型展示会として開催されています。今年も、
全国から 50 社を超える学校給食に関連する企業が出展しました。
　子どもたちの口に入るものということもあり、来場者の方々は熱心に展示物を検
討していました。

学校給食関連物資展示会　開催

　８月 11 日（日）、南知多グリーンバレイ（知多郡南知多町）において、愛知県中小企業青年中央会（会長 
川崎智之）主催の「令和元年度第２回福利厚生事業」が開催されました。
　福利厚生事業では、青年中央会会員とその家族の方々の親睦を図ることを目的に毎年実施しており、今年度は
ブルーベリー狩りと交流バーベキュー大会を行いました。
　当日は快晴に恵まれ、バーベキュー大会終了後も、
フィールドアスレチックやウォーターアスレチックな
どアクティビティーを通じて、家族との団欒を楽しみま
した。

青年中央会福利厚生事業　開催



愛 知 県 パ ン 協 同 組 合
理　事　長　長谷川　正　己
副理事長　光　田　　　充
副理事長　中　島　政　志

〒460－0002 名古屋市中区丸の内三丁目20番 29号
 ＴＥＬ　〈052〉962－6371
 ＦＡＸ　〈052〉962－6377

※広告内容に関する責任は、広告主に帰属します。
※2019 年度に発行する「中央会あいち」に掲載する広告を募集しています。
　お問合せ：組織支援部　TEL : 052－485－6811

理　事　長　　川　中　洋太郎

〒456－0073  名古屋市熱田区千代田町 13 番４号　三木ビル
ＴＥＬ　〈052〉325－4657
ＦＡＸ　〈052〉325－4658

中 日 産 業 支 援 協 同 組 合
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0120-00-9967
受付時間 平日9:00～17:00

〒450-0002 名古屋市中村区名駅4-4-38 愛知県産業労働センター(ウインクあいち)16階 
                   TEL(052)587-2223(代)

〒444-0860 岡崎市明大寺本町1-34 岡崎センタービル8階
                  TEL(0564)22-0191(代)
資料請求はこちら▶http://www.ack-kyosai.or.jp 愛知県中小企業共済

本 部

三 河 支 局

がんばる の
ベストパートナー
がんばる の
ベストパートナー

傷害共済傷害共済
ケガの補償は安心補償ケガの補償は安心補償

生命傷害共済生命傷害共済
ケガも病気もサポートケガも病気もサポート

従業員医療共済従業員医療共済
従業員のケガや病気に従業員のケガや病気に

従業員弔慰金共済従業員弔慰金共済
従業員の「もしも」に備えて従業員の「もしも」に備えて

弔慰金共済弔慰金共済
思わぬ「もしも」に備えて思わぬ「もしも」に備えて

経営者医療共済経営者医療共済
経営者だからこそ万一に備えて経営者だからこそ万一に備えて

愛知県中小企業共済協同組合
オリジナルキャラクター

キョウサイ 天使’sキョウサイ 天使’s
テンシーズ

６つの安心で６つの安心で
企業の

経営をサポート!企業の
経営をサポート!

QRコードから
ご覧頂けます ▶
QRコードから
ご覧頂けます ▶
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